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平成22年度 事業計画の重点

今年度の事業目的は、寄附行為に定めるところに従い、理想的な交通社会の

実現に寄与することとし、

①交通及びその安全に関する諸研究の充実

②交通行政及び交通教育施策への寄与

③学際性並びに国際性を特徴として、

先見性及び実際性を目指す活力ある事業運営を継承し、社会・経済環境を直視

した適正な事業規模に基づき、次の項目に重点を置いて事業計画を展開する。

１．当学会事業を効果的に運営するために、予定される収入を基に、適正化さ

れた事業規模の中で、均衡のとれた事業運営を継続し、研究調査を重点事

業とし、シンポジウム、広報出版、褒賞助成、国際交流の各事業と連携を

とりながら、学際研究の場として事業を展開する。

２．IATSSフォーラム事業についても、より一層のプログラムの充実を図り、

アセアン諸国の前途ある有為な人材の育成を目的に展開する。

３．新しい公益法人に関する法律に適応した体制の整備と早期公益認定申請へ

向けた準備を進める。
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平成22年度　事業計画

項　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　予　算（円）

Ⅰ． 研究調査事業

１．研究調査は､ 次の方針を維持して運営する｡ 

１）当学会の基本使命が交通及びその安全を基軸とした、モ

ビリティ環境の改善に寄与することにあるという原点に

たち、学会の特徴である学際的、国際的な研究テーマに

取組む。

２）研究調査の成果を、社会に向けて発信並びに社会での実

践及び具現へ向けての提言を積極的に行い、交通社会の

より良い発展に貢献することを目指す。

２．今年度は､ １０前後の研究テーマを展開する｡ 

３．従来の研究調査報告会の開催に加え、学会外での機会に

も臨む事を新たな検討施策とし、研究成果を内外に積極

的に発表する。

151,500,000



項　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　予　算（円）

12,290,000
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Ⅱ． シンポジウム事業

１．学会内外の研究者に交通及びその安全に関する交流の場

としてシンポジウムを開催する。

２．学会関係者および学会外の主に若手研究者を対象とした

講演会を開催し、交通社会をとりまく幅広い課題につい

て意見交換する場を提供する。

３．交通分野を学ぶ会員門下の来日留学生を主体とした活動

「I-two」を開催して、交通社会をとりまく課題の研究と

その成果の発表を行う。

Ⅲ． 広報及び出版事業

国内外における研究活動の成果の発表並びに会員および

海外を含む研究者・学識経験者の交通とその安全に関しての

知識交流の場を広く提供することなどを目的に、次の広報お

よび出版事業を適正な規模で展開する。

１．「IATSS Review：国際交通安全学会誌」を刊行する。

２．「IATSS RESEARCH：英文論文集」を学術サイトを活

用して電子出版化し、刊行する。

３．その他、研究調査の成果および広報のための資料を発行

する。

Ⅳ． 褒賞及び助成事業

交通及びその安全に関する「論文」「業績」「著作」の各

部門を授賞対象部門として褒賞を行う。

43,170,000

18,900,000



項　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　予　算（円）
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Ⅴ． 国際交流事業

海外の交通及びその安全に関わる研究者及び諸団体等と

の交流を継続する。

１．海外顧問制度及び海外名誉顧問制度を活用し展開する｡ 

２．アジアにおける交通事故急増に対する各国への支援を視

野にいれた、タイにおけるATRANS活動での試行完了

期とする。

Ⅵ． IATSSフォーラム事業

IATSSフォーラムは、次に掲げる適正な規模の事業を展

開する。

１）9月25日から11月13日の期間、第47回IATSSフォーラム

を開催する。

・参加国（各２名×１回）

カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、

ミャンマー、フィリピン、シンガポール、タイ、

ベトナム

２）研修終了後の各国研修生による同窓会自主活動の活性化

に対して、機会と場の提供を計る。

32,180,000

134,310,000




